
ボ毛沢東以後rへの底流－

中国 を解剖す石

、毛以後’をどう迎えるか一一これが， 当面

中国の最大の政治課題だ。 指導部内の路線対

立にもかかわらず， 乙の歴史の旋回点を意識

した凝集力を支えに， ともかく新体制をまと

め上げた。一方街には「脱政治」の雰囲気が

現われ，民衆は生活の向上をとそ望んでいる。

、，

人代開催中の1月16日、 西独C s Uシュトラウス
党首と会見する毛主席（WWP)
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一

読

指

導

体

制

の一一

発

話

影一一

一行ハ

す
で
に
多
く
の
新
聞
が 、
特
殊
日
本
的
に
パ

タ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
報
道
と

解説
を
辿
日
読
者

に
送
り
加
け
て
く
れ
た
け
れ
ど
も 、
中
闘
で
は

第
四
期
金
問
人
民
代表
大
会
第一
回
会
ぷ
が 、

去
る一
月一一一一
日
か
ら一
七
日
ま
で
北
ぷ
で
附

附
さ
れ
た。

ii

i

 

一

毛
沢
東
以
後
へ
の
体
制
整
備

…

EE
iz－－－
主主Z2222
3
i
ii
i
E2
35
5
i事

一
O
年
ぶ
り
に
聞
か
れ
た
今
回
の
全
国
人
民

代表
大
会
は 、
懸
案
の
新
滋
法
”い
案
を
同体
制仇
す

る
と
と
も
に 、
文
化
大
革
命 、
仙外
料略
拠
変 、

「
批
林
批
孔」
巡
鋤
と
川刑
次
い
で
曲
折
し
た
政

治
的
激
励
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て 、
中
凶
が
い

ま 、
ζ
ζ
に
よ
う
や
く
圃
・米
指
視
体
制
の
布
陣

を
数
え
る
ζ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で 、
中

落
人
民
共
和
国
史
の 品川
市広
な
結
節
点
に
な
っ

た

と
も
思
え
る
凶
期
的
な
も
の
で
あ
っ

た。
そ
し

て
今
凶
の
新
体
制
の
形
成
は 、
山叩
同
が
い
わ
ゆ

る
「
毛
沢
米
以
後」
の
時
代へ
の
阪
史
的
移
行

期
に
耐
え
る
た
め
の
全
面
的
な
休
制
鍛
備
を

来
た
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
点
で

も 、
き
わ
め
て
注
目
すべ
き
内
容
を
持っ
て
い

zv 。だ
が
同
時
に 、
「〈 ，
M
の
大
会
は
問
紡
の
大

会
で
あ
り 、

勝
利
の
大
会
で
あ
る」
（一
月一

七
H
付
『
祈
聞
公
報』）
ζ
と
が
し
き
り
に
喧

伝
さ
れ
た
大
会
直
後
の
匂
日
が
過
ぎ
去
っ
て
み

る
と 、
そ
と
に
残
さ
れ
た
不
可
解
な
謎
が
多
く

の
人
び
と
の
心
理
の・援
に
沈
澱
し

始
め
た
ζ
と

も
恨
災
で
あ
る 。

円十
く
も
西
側
の
必
紙
は 、
『ニ
ュ
ー

ズ
ウ
ィ

ー
ク』
（
米）
や
『
ザ
・

タ
イ
ム
ズ
同
（
刊さ、

『
尽
向
日
報』
（
寄
港）
な
ど
が 、
そ
の
よ、コ

な
謎
解
き
に
グ

挑
戦H
し

始
め
て
お
り 、
ζ
う

し
て い内
び
中
闘
が
ミ
ス
テ
P
ア
ス
な
分
析
対
象

と
し
て
ク
ロ
ー

ズ・
ア
ッ
プ
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る 。
も
と
よ
り 、
そ
と
に
は
せ
ん
さ
く
好
き

な
西
側
の
少
オ
y

チ
ャ
ー

た
ち
の
性
総
も
蹴
出

し
て
い
る
が 、
小
国
自
身
の
側
に
そ
の
よ・フ
な

謎
を
生
む
余
地
が
あ
っ
た
と
と
は
否
め
念
い ＠

そ
の
謎
の
う
ち 、
最
も
刺
激
的
な
問
題
は 、

で
沢
米
主
席
自
身
に
闘
す
る
も
の
で
あ
り 、
今

回
の
大
会
に
は 、
毛
主
席
が
出
席
し
た
市
災
が

な
い
と
と
を
ど
う
見
る
か
と
い
っ

た
問
題
で
あ

ろ
う 。
と
う
み
て
く
る
と 、
ζ
の
問
題
を
含
め

て 、
今
回
の
大
会
に
は 、
依
然
と
し
て
ベ
ー

ル

に
包
ま
れ
た
部
分
が
多
い 。

j

i
i

i

i

i

 

…
地
下
道
を
通
っ
て
参
集
し
た
？
代
表
…

”3411
52
5SEta－E
A－－，Z322・・
225
2
3凪

ま
ず 、
新
年
早
k
に
と
の
よ
う
に
画
期
的
な
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政治の儀式が学仔されたにもかかわら

ず、ζれまでしばしば会同人民代ぷ大会

の附似問題
にパ及してきた元日一判例の三

紙花共同社．設が、本年は「新
年献洞」と

題するその社説に・おいてなぜとのととに

全く2口及し・なかったのだろうか。

そして、紅白身、たまたま去る一月九

日から一四日まで北京に滞花していて、

全国人民代表大会の開催が迫っていると

とについては、とれをはっきり実感でき

たけれども（涼しくは釧a制「モスクワ・

ウランメートル・北京」H『中央公諭』七

五年三月号参照て
それにしても、
二

八六四名もの大会
代表が、
辿日、人民大

会堂の周囲を注円していた北ぷの外交り

や外風特派員に全く気づかれずにれや知し

（私見では、
代表たちが、北京市内に恨

りめぐらされている地下道を巡って参集

したととは、ほぽ削逃いないように思

う）、大会閉会後にはじめてその開催を

知らされたとと肉体も、七三年夏の巾・国

共産党十全大会同段、多くの般測を生む

とととなった。

そのうえ、毛沢東
主席自・対は、北京に

不夜のまま、大会に先立って一川五けか

ら一一日まで聞かれた予附会政、一月八

円から一O日までの中凶共路党一O畑中

全会、および大会そのものにも出附しな

かったととがほぼ確実視されているので

ある。

問時例といえば、大会
代去の名簿が今回
が、沼の
総参兆円民、総政治部主任を派務

は今Uにいたるまでなお公必されず、議
するという、とれまた民例の人引が明ら

引H訟の脳肢に従うべき軍要な諸報告に
かになった。

先立って、周恩
来総理以下の新しい国家
以上のような謎とそ、多くの推測を呼

体制の人事がまず第一に公表されたとと
ぶ線拠であろうが、私にとって最も印象

も指摘しておくべきであろう。そして、
的で亙市立な問題は、十全大会の王洪文報

『新聞公報』によると、一二八人の主席
告があれほど鼓吹し、「批林批孔」巡動

聞のうち朱徳、篭必武、宋皮隊など一一一一一
においては一つの合い言葉にさえなって

名の常務主席が、いわば第二総の長老ク
いた「反潮流」という三業が、今次大会

ラスを迎ねて公表され、「主席台の前列

口一段均時代将パりは廷内H日立持持説路約終的対日開山伐採ドバー刊
行一ド宍．日始リドバ刊誌は門誌鵠括採誌

にはまた、周
菜、王
姿、
必剣茶、郷
川一
日

；－

手
m
w
f一一昨
い
比一
叫ん

（

九

七

；

＆
恥
おけ一一けれれれ

小平、川容院刷、訴位ぷ、
落凶鈴、隊、水
！pti－－f・・4・制4FitF・O・－
；四11a4・32・
02E－一生ぷ品t

灯、阪
錫粉、率先念、李徳生、銚文元、

況がれ・丸山討－d諮問町立叫ん－d訴事計郁子けいNM料、法一対「計約設計はおれ現
役続器禁制γLU

以後賢、滋振慈、侃志田削が
泊服した」と
川Eisa－E主SEis－－ifBEE－－zZEazi－－
i川
義
悶家である」と
規定した第一条ととも

されているように、きわめて複雑な人的
l
v党の一元的指導体制を確立
…

に、
期以法の根幹をなすものであるとと

との前列に泊府した也知MM者たちとそ、

ととろで、今刷出の新体制の大きな特徴
したがって、旧五四年滋法のように全

党の第一一線を担っている中央政治局のメ
は、すでに報じられているように、党の
国人民
代表大会は、れ以前国家権力機関で

yパーにほかならないが、二五名の中央
一元的指滋体制が党・軍・政のあらゆる
はなくなって、「中国共産党の指専下に

政治局委員・候補委員のなかでも第二線
分野にわたって貫徹されるととになった
ある国家権力の以向機関である」（第一

の長老格は常務主席団に移され、との一
ととである。とのような党の指迫性の確
六条）とされるにいたった。

，

ムハ名のみが前列に泊服したのであり、し
認は、中国の
「総規約であり、桜本的大
とうして、名実ともに中国共産党の先

かも紀登進、在来興の二名の中盤的な中
法である」（毛沢東）とされた新慾法の
全な一党独裁国家になった中国において

山火政治局委員は、そζに治府せず、紀登
第一
章総綱第二品川によって明文化され
は、「中国
共産党中央安μ会主席が全国

裕一は－川総加に選出されたが、毛沢東側近
た。

の武装力を統率する」（第一五条）と同

の一人といわれる正点興は、今刷、どと

時に、形式のうえでは
お主席である毛沢

にも名前が出ていない。

東主席が岡山家の全M剛被をも統帥するとと

さらに、大会
開会後、人民解放況の組

になった。

織的一抑制がほぼ明らかになり、部小平、

活法はさらに、行政商での「精兵簡

張ぷ柿という今大会での中心的指ν制約

政」とともκ、林彪災変の教訓に学んで

「小凶品火山山党は食中国人民の指vM的中

該である。・・・・マルクス主義・レ1ニン

主後・毛沢東思想はわが国の思想を潟く

理論的必礎である」というとの条項は、

中川を「プロレタリア階級独裁の社会主

/: 

の渇報告からは、会く消えてしまってい

るζとである。

「削流に逆らうととは、それがマルク

ス・レlニン主義の一つの原別である」

という毛主席の指示も、今回は全く聞か

れなかった。だが、「孤立を恐れず、敢

然と潮流に逆らう」とととそ、十金大会

以米の路線闘争の根
ぶ原則では・なかった

のか。

Zラ2. 50. 週刊 東洋経i斉47 



． 

軍
に
対
す
る
党の
支
配
を
機
械
よ
も一

元
化

し 、
党
主
席
｜｜

党中
央
m
m
R4U
会
｜｜

国

務
院
国
防
部と
い
う

指
滋
系
統

がと
と
に
明
被

に
なっ
た
の
で
あ
る。

と
の
よ
う
に
すべ
て
に
党

が
優
伏
す
る
休
制

段 、
今
回の
全
国
人
民
代
表
大
会に
も
具
体
的

に
反
映
さ
れ
て
い
た。
ま
ず
大
会に
先
立っ
て

二
中
全
会

が
聞
か
れ 、
大
会の
議
題 、
人
事

が

党
中
央
に
よっ
て
決め
ら
れ
た
と
と
（ζ
の
点

に
閲
す
る
党
中
央
の
権
限
も
滋
法
第一
七
条
に

明
文
化
さ
れ
た） 、
慾
法
改
正
に
つ
い
て
の
．必

恋
橋
報
告
は
党
中
央
の
委
託
に
よ
る
も
の
で
あ

り 、
周
恩
来
総
理
の
政
府
活
動
報
告
も
党
中
央

の
決
定
に
基づ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
と

が、
そ
の
反
映
で
あ
る。

と
う
し
て、
すべ
て

が
党
中
央 、
そ
し
て
そ
れ

を
統
帥
す
る
毛
沢
東
主
席
の
指
導
下
に
決
定
さ

れ
る
よ
う
に
なっ
た
そ
の
形
式に
も
か
か
わ
ら

ず 、
国
外
に
流
布
さ
れ
た
巡
法
草
案
に
は
存
在

し
た
国
家
元
首の
規
定

が
な
く 、
毛
沢
東
偶
人

の
名

が
明
文
化
さ
れ
な
かっ
た
と
と
は 、
中
国

の
指
摘噌
部

が、
予
想
さ
れ
る
懐
疑
や
雑
音
を
芯

殺
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
以
上
に
「
毛

沢
東
以
後」
の
時
代へ
の一
つ
の
E ．裂
な
配
肱

を
行
なっ
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
疑い
ない。

「
i－
1

1isl
az－一

Eti－
－z
i
J

…

実
務
派
官
僚優
位
の
体
制

，

rs重複－

E225

－SEES－aZEEZa
g

a－－2E
略

亘書sszaFM

さ
て、
と
の
よ
う
な
党の一

元化
指
滋
体
制

の
も
と
で
新
た
に
決定
さ
れ
た
人
事
に
つ
い
て

で
あ
る

が、
別
思
米
総
迎
の
叡
任 、
郷
小
平
副

総
盟
の
二
中
全
会に
お
け
る
党
内
地
位
再
上
先

（
然
破
副
主
席
米
政
治
局
常
務
委
μ）
を
伴
う

錨
逃
（
筆
頭
副総
理） 、
い
わ
ゆ
る
「
上
海
グ

ル
ー
プ」
の
リ
ー

ダ
ー

で
あ
り
な

が
ら 、
十

全
大
会の
大
会
秘
川
長
を
つ
と
め
て
以
来 、
か

つ
て
の
部
小
平

が
担っ
た
党
総
3
記
的
な
役
測

を
演
じ
て
き
た
破
容
橋
の
ク
ロ
ー

ズ・
ア
ッ
プ

（
滋
法
改
正
報
告 、
第二
副総
理．） 、
李
先
念
副

総
理
の
第
三
副
総
理
と
し
て
の
印刷
任 、
喬
冠
京

外
交
部
長
の
留
任
な
ど

が
ま
ず
自に
つ
く 。

と
れ
ら
は
仲間
円の
同
防
部
長
に
策剣
災

が
新

任
し 、
忽
か
ら
は 、
昨
年一
月の
大
京区
司
令

の
異
動
で
北
京
都
隊
司
令
口に
なっ
た
隙
錫聯

が
副
総
理
に
新
任
し
た
と
と 、
お
よ
び
国
家
計

画
委
口
会
主
任の
余
秋
塁 、
国
家
法
本
建
設
安

口
会主
任
の
谷
牧
と
い
っ
た
経
済
官
僚

が
副
総

理
を
も

兼
任
する
よ
う
に
なっ
た
と
と
と
と
も

に 、
ほ
ぼ
予
想
ど
お
り
の
陣
容
で 、
と
の
点
で

の
意
外
性
は
ほ
と
ん
ど
な
かっ
た
と
い
っ

て
よ

い。
と
う
し
た
人
事
国
の
配
置
は 、
毛・
周
体

制
下
に
部
小
平
tl

張
容
椅
と
い
う
後
継
布
陣

を
配
し
た
と
と
と
と
も
に 、
き
わ
め
て
順
当
な

と
ζ
ろ
で
あ
り 、
と
と
に
中
国
は
尖
務
型
の
官

僚
体
制
を一
挙に ．持
制
成
し
た
の
で
あ
る。

と
の
よ
う
な
災
務
官
僚
優
位の
新
し
い
同
家

体
制
は 、
周
恩
米
政
府
活
動
報
告
に
も
示
さ
れ

た
よ
う
に 、
経
済
総
殺
を
当
而の円以
大の
同
友

日
係
と
ナ
る
中
国
の
今日
の
必
・本
方
向
を
反
映・

す
る
も
の
で
あ
る

が、
反
筒 、
そ
ζ
に
は
依
然

と
し
て
軍
要
な
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る。

…

誰
が
毛
主
席
を
継
げ
る
か

一

ま
ず
第一
に
指
摘
すべ
き
と
と
は 、
党の一

一苅化
指
導
体
制の
硲
立
に
よ
っ

て、

党主
席と

し
て
の
毛
沢
東
に
すべ
て
の
統
帥
権

が
与
え
ら

れ
た
新
体
制
は 、
形
式
上 、
党
主
席に
すべ
て

の
椛
力

が
集
中
し
て
い
る
だ
け
に 、
「
毛
沢
東

以
後」
の
時
代
の
政
治
権
力
に
対
す
る
大
き
な

不
安
を
依
然と
し
て
残
し
て
い
る
と
と
で
あ

る。
言い
換
え
れ
ば 、
毛
沢
東
な
き
あ
と 、
制

度
的
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
総
力の
集
中
し
た

党
主
席に
誕

が
就
任
す
る
の
か、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物

が
存
在
す
る
の
か、
と
い
う
問
題

で
あ
り 、
す
で
に
周
知
の
多く
の
辺
白
か
ら 、

も
し
も
淘
思
来
総
理

が
そ
の
任で
は
ない
と
し

た
ら 、
野
小
平 、
張
出骨
格
ら
の
後
継
指
税
者

が

と
の
大
絡
に
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
問
題で
あ

スν 。と
う
し
て
み
る
と 、
新
慾 ，
法
は 、
当
面
の

「
根
本
的
大
法」
で
あっ
て
も 、
か
つ
て
の
旧

怨
法

が
そ
う
で
あっ
た
よ
う
に 、
「
毛
沢
東
以

後」
の
時
代
に
お
い
て
は ．再
び
改
訂
さ
れ
る

か、
と
れ
を
形
骸化
す
る
以
外
に
な
く 、
そ
の

点で
今
回の
新
体
制
は 、
ま
さ
に
「
毛・沢
東
以

後」
へ
の
移
行
期に
ふ
さ
わ
し
い
将
定
性
を
初

び
ざ
る
を
え
ない
よ
う
に
思
わ
れ
る。

A ，
凶
の
新
体
制
に
お
い
て
は 、
い
わゆ
る
集

団
指
噂
体
制
は 、
尖
質
的
に
は
と
も
か
く 、
形

の
うえ
で
は
尖
現
して
い
ない。
そ
し
て
すべ

て
の
長
老
政
治
家

が
再
び
な
ん
ら
か
の
芯
味
で

ポ
ス
ト
を
占
め
ざ
る
を
え
念
かっ
た
よ
うに 、

中
国の
円以
前
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
お
け
る
後
継

者問
題
と
「シ
エ
ロ
ソ
ト
ク
ラ
シ
1

（
老
人
指

導
型
の
体
制
ご
の
問
題
は
「
老・
壮・
苛」
三

結
合の
鼓
吹
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
と
う
し
て
な

お
未
解
決
だ
と
い
え
よ
う 。

一

「反
潮
流」
を
つ
ぶ
し
た
譲
集
力

…

♂2
52
2Es
t
i－－s
ie－
iE霊長
E章一
言E署名－u

第二
に
注
目
すべ

き問
題
は 、 ．
す
で
に
み
た

「
反
潮
流」
の
消
滅
と
と
も
に 、
い
わ
ゆ
る
文

本
ラ
ディ
カ
ル
ない
し
は
急
進
的
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
と
見
ら
れ
た
「
反
潮
流」
グ
ル
ー
プ

が、
新

しい
国
家
体
制の
な
か
で
主
要
な
地
位
を
担っ

て
い
ない
と
思
わ
れ
る
ζ
と
で
あ
る。
ζ
の
点

に
つ
い
て
は 、
玉
洪
文 、
江
官 、
李
徳
生 、
銚

文一冗 、
花
束
輿
ら
の
党
中
央
政
治
局の
メン
バ

ー
が、
党
の一
元
化
指
導
体
制の
確
立
に
も
か

か
わ
ら
ず 、
国
家
体
制に
・お
い
てい
か
な
る
地

位
を
も
占め
な
かっ
た
と
と

が
象
徴
的
に
そ
れ

を
物
店っ
て
お
り 、

夜
来
興

が
全
く
名
前
を
消

し
て
い
た
と
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た 。

もっ
と
も 、
と
の
点
に
つ
い
て
は 、
新
任
副

総
理
の
大
半
と
国
務
院
の
新
任
部
長・
主
任の

大
半

が
文
革
グル
ー

プ
で
あ
る
う
え
に 、
円ハ徳

が
大
会
制仙叫刊日
日火
をつ
と
め 、
紀
怠
査と
と
も
に

刷
総
別
派
任
の
俗
凶
鈴
は
内
政
の
市立と
もい
・え

る
公
安
部
長
を
掘
り 、

文
化
部
長
に
は
「
智
取

48 東洋経済週刊Zラ2. 50. 
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威
虎
山」
な
ど
の
革
命
模
範
劇の
作
州
民仰
と

し
て
知
ら
れ
る
子

会
泳

が
江
Hh
女
史の
期
待
を

判っ
て
就
任
す
る
な
ど 、
文
革
派

が
m ．史
をレけ

め
て
い
る
と
の
見
方
も 、
香
港 、
台
湾
筋
に
級

強い
よ
う
で
あ
る

が、
全
体
と
し
て
突
必
派
グ

ル
ー

プ
の
監は
や
は
り

厚
かっ
た
の
で
あ
る。

「
批
林
批
孔」
運
動
で
は 、
「
反
潮
流」
と
と

も
に
「
反
復
貯」
（
反
復
活）

が
叫
ば
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず 、
郵
小
平
を
は
じ
め 、
谷
牧・

別
総
理
兼
国
家基
本
型設
委
口
会
主
任 、
方
毅

・
対
外
経
済
連
絡
部
長 、
王
静・
第
四
機械
工

祭
部
長、
李
成
労・
第
五
機械工
業
部
長、
山肌

世
恩・
石
油
化
学
工
業
部
長 、
万
里・
鉄
道
部

長 、
禁
飛・
戸
通
部
長 、
張
勤
天・
財
政
協
長 、

周栄
怠・

教育
部
長
ら
の
国
務
院
指
泊
者
や
人

民
法
院
院
長
に
新
任
し
た
江
俗 、
人
民
解
放
軍

総
後
動
部
長
続
任
の
張
家
遜
など 、
山側
成
武・

元
総
参
謀
長、
余
立
金・一パ
笠
軍
司
令
ら一
述

の
滋
首
脳
の
後
継
と
と
も
に 、
文
世早
期
に
激
し

く
批
判
さ
れ 、
一
時
は
獲
を
消
し
て
い
た
似
幹

郊の
大
は
「
復
俳」
が、
い
ま
や
大
き
な
「
潮

へ
の
雌
史
的
移
行
期の
開
拡
を
すべ
て
の
品川
沼

山肌
で
さ
え
ある
感
は
．作め
ない。

行
た
ち

が
深
刻に
芯
殺
し
始め
てい
る
と
と

が

と
の
よ
う
に 、
立の一一X
化
指
羽
休
制と
い

も
た
ら
す
大
き
な
凝
集
力
にトメ
え
ら
れ
て、
い

う
タ
テ
納に
対
し
て、
実
あ
派
官
僚
体
制と
い

ま一
つ
の
旋
回
点
に
迷
し
た
よ
う
に
恩
わ
れ 、

う
ヨ
コ
の
厚い
体
制の
存
在
は 、
中
岡
内
政
に

そ
の
よ
う
な
凝
集
力に
支
え
ら
れ
た
ぷロ
窓H
に

とっ
て一
つ
の
深
刻
な
矛
盾
で
ある
よ
う
に
も

よっ
て、
今
回の
新
体
制

が
形
成
さ
れ
た
よ
う

思
わ
れ 、
今
後の
推
移
を
み
つ
め
ね
ば
な
る
ま

に
思
わ
れ
る。
と
の
点
で
は 、
と
の
よ
う
な
凝

ぃ 。
い
ず
れ
に
せ
よ 、
中
国
9
l
ダ
1
シ
ッ
プ

集
力

が
有
効
に
働
く
限
り
に
お
い
て
は 、
今
囲

内
綿
の
路
線
闘
争は 、
「
毛
沢
東
以
後」
の
時
代

の
新
体
制
は
安
定
的
に
持
続
す
る
で
あ
ろ
う 。
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一

街
頭
に
あ
ふ
れ
る
「
脱
政
治」

一

前
回の
私の
初
中
は一
九
六
六
年
秩
で
あ

fii
i’
s
i
z－

－ESEiz－－
iz
A

り 、
文
化
大
革
命の
激
励
期で
あっ
た
の
で、

と
の
よ
う
な
時
期に
た
ま
た
ま
訪
中
す
る
ζ

そ
の
変
化
の
大
き
さ

が
よ
り
あ
ざ
や
か
に
感
じ

と
が
で
き
た
私

が
北
京
で
見い
だ
し
た
現
実

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ない

が、
「
批
林
批
孔」
速

は 、
中
国
に 、
「
政
治
第
ご
の
社
会
的
雰
凶

動
に
つ
い
て
は 、
中
国
の
公
式
紙
誌
を
読
ん
で

気
が
すっ
か
り

消
滅
し
て
い
た
そ
の
変
化の
大

い
て
感
ずる
イ
メ
ー
ジ
と
ぽ
全
く
異
なっ
て 、

つ る そ
た 状札。 �が

を/l�
つ鎚い な
IC 大
見 �1�い 五11
Ii. !llの
す と
と し
と て

がi:::i
で揚
き し
な て
か い

も
と
よ
り 、
「
批
林
批
孔」
逮
動
に
関
す
る

文
献
や
小
冊
子は 、
新
議
活
店
をの
ぞい
て
み

て
も 、
き
わ
め
て
多
稲
多
様で
あっ
た

が、
そ

の
論
調
は
ま
す
ま
す
瑚
末
主
義
ない
し
は
ス
コ

ラ
哲
学
的
な
も
の
に
なっ
て
お
り 、
と
の
運
動

が
幹
部
と
知
際
分
子
を
対
象
と
し
た
思
想・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
な
りつ

つ
あ

る
ζ
と

が
歴
然
と
す
る。
一
方 、
街
頭に
は 、

「
脱
政
治」
の
雰
間
気

が
あ
ふ
れ
で
お
り 、

す

べ
て

が
平
静
化
し
て
い
て、
民
衆
は
生
活
の
治

尖
な
向
上
に
と
そ
関
心

が
あ
る
よ
う
だ 。
と
も

か
く 、
民
衆
の
生
活
実
態
に
お
け
る
「
脱
政

治」
傾
向と
椛
カ
の
上
加に
お
ける
壮
大
な
政

治
的ド
ラ
マ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
は
驚
か
ざ
る
を

え
ない。

と
の
点
で、
八
年
ぶ
り
の
北
京
は 、
市
場
や

市問
店
な
ど
も
商
品

が
き
わ
め
て
盟
沼
に
な
り 、

た

だ

つ

く

る

の

で

は

な

く

真

に

人

間

の

た

め

の

環

境

づ

く

り

を

西

松

は餅選ど

よ

ん

で

い

ま

す

西松建設
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都
市に
は
自
動
車
が 、
治
村に
は
緋
転
機が
ふ

え 、
市
民の
衣
服
や
自
転
車
が
新
し
く
き
れい

念
も
の
に
なっ
てい
る
な
ど 、
そ
の
変
化
を
即

座
に
災
感で
き
る。
周
恩
来総
迎
が
政
府
活
動

報
告の
な
か
で、
「
八
億の
人
民の
衣
食に
対

す
る
基
本
的
需 ．妥
が
保
征
さ
れ
た」
と
指
摘
し

た
点
段 、
私
の
笑
感と
も
な
ん
ら
矛
盾
し
な

い。問
題
は
住
で
あ
り 、
ま
た
嗣
民
経
－M
全
体
の

水
単の
向
上
で
あ
り 、

工
業
化の
発
肢
で
あ
る。

と
の
点に
閲
し
て
は 、
中
聞
が
ま
だ
ま
だ
大
き

く
遅
れ
て
い
る
と
と 、
ま
さ
に
中
国の
主
張
ど

治
り
発
展
途
上
国
で
あ
る
と
と
は 、
北
京の
閏

抜
き
通
り
を一
歩は
い
っ
た
初
同
や
盛
り

場
で

も
た
ち
ど
と
ろに
感
じ
ら
れ
る
と
と
で
あ
る。

と
う
し
た
災成掛
か
ら
し
で
も 、
中
国
で
は
政

治
よ
り
も
経
済
の
時
代
が
約
突に
閉
幕
し
てい

る
よ
う
に
恩
わ
れ 、
今
回の
新
しい
休
制は 、

そ
の
よ
う
な
時
代
の
要苅に
応
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
あっ
た
とい
え
よ
う 。
時
代
の
要
都
と

もい
え
る
と
の
よ
う
念
「
潮
流」
に
逆
ら
うと

と
が
で
き
な
かっ
た
と
む
ろ
に
「
反
潮
流」
運

動の
持
折
が
あっ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

「
批
林
批
孔」
運
動
も 、
当
初の
政
治
的
性

抽怖
を
大
き
く
変
質さ
せ
て
今
日
に
い
たっ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
す
な
わ
ち 、
林
制服の
反

革
命
陰
線
の
冷
とい
わ
れ
た
「
五
七一
エ
恕
紀

要」
の
大
衆
的
流
布に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
で

沢
東
体
制
下の
非
毛
沢
東
化」
を
合
志
し
た

「
潮
流の
側
の
意
図」
に
反
発
すべ
く 、
と
の

司．

文
占
に
含
ま
れ
て
い
た
毛
沢
ボ
1

4
制は補
佐
と

し
て
の
祭始
皇 、
毛
沢
東
t

孔
孟
の
追
を
歩
む

者
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
転
換
す
る
た
め
に
と
そ 、

ま
ず
揚
従
迎
動
に
よる
始
門出
帝
像
の
転
換 、
毛

主
席ζ
そ
孔
子
批
判
者で
あ
る
と
と
を
示
す
批

孔
運
動
と
し
て
「
批
林
批
孔」
運
動
が
開
始
さ

れ 、
昨
年
前
半の
壁
新
聞
再
出
現
ま
で
は 、
そ

と
に
明
ら
か
な
周
恩
来
批
判
も
合
意
さ
れ 、
同

時
に 、
「
批
紘
批
孔」
連
動
に
か
ζ
つ
け
た
毛

沢
東
側
近
体制
批
判
も
交
鈴
し
た
（
そ
の
代
去

は 、
七
月二
三
日
付
『
光
明
日
報』
の
回
収
市

件
で
あっ
た） 。

し
か
し 、
ほ
ぽ
昨
年
秋
以
降 、
州
折
し
た
と

の
迎
励の
変
質と
と
も
に
戦
・似の
収
束
と
再
団

結
が
鼓
吹
さ
れ 、
今
日
に
至っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る。
…

疑
問
多
い
グ
毛
自
己
批
判d
説

…

で
は 、
今
回
の
よ
う
な
「
反
潮
流」
の
消
滅

は 、
毛
沢
東の
全
人
代
欠
席 、
文
革
急
進
派の

退
潮
傾
向
に
も
関
連
し
て
毛
沢
東
主
席
自
身の

権
威の
低
下
を
抗
体伎
に
意
味
す
る
の
だ
ろ
う

か。
と
の
点で
は 、
北
京で
感じ
ら
れ
る
毛
沢

米
イ
メ
ー
ジ
と
外
部
世
界で
の
そ
れ
と
の
問
に

ギ十
ツ
プ
が
あ
り
す
ぎる
よ
う
に
思
わ
れ
る。

ね
は
今
凶 、
一
月一
o
n
の
テレ
ピ

でマ
ル

タ
共
和
闘の
ミ
y
ト
フ
首
相
と
会
見
し
た
宅
沢

点
主
席の
盗
を
八
年
ぶ
り
に
凡
た 。
ネ
ド引にい

っ
て、
そ
の
老
鈴
化
は
あ
ら
そ
え
ない
と
と
ろ

で
あっ
た
が 、
北
京
で
感じ
ら
れ
る
限
り 、
依

然
と
し
て
毛
沢
東
を
た
た
える
舞
台
装
置
が
多

す
ぎ
る
た
め
か、
そ
の
老
齢
化
が
宅
沢
点の
カ

HY
ス
マ
的
縮
減
の
後
退
を
な
味
す
る
兆
候
は
全

く
な
かっ
た 。
む
し
ろ 、
老
的
化
に
伴
う
行
政

的・
尖
務
的
指
滋
能
力の
当
然
の
低
下
を
補
損

し・つ
つ
「
毛
沢
東
以
後」
の
時
代へ
の
移
行に

そ
な
え
よ
う
と
す
る
体
制が 、
今
回
よ
う
や
く

略
立
し
た
と
見るべ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ 、
と
の
点
か
ら
す
れ
ば 、

予主
防
の
会
人
代

欠
防
は 、
そ
れ
ほ
ど
鰐くべ
き
と
と
で
は
ない

よ
う
な
%
が
す
る。
む
し
ろ 、
中
央ヒ
ナ
仰
に

大
き
く

飾ら
れ
た
毛・沢
市民の
肖
像
を
仰
に
多
く

の
指
税
者
が
「
毛
沢
東
以
後」
の
時
代へ
の
深

刻
な
必
般の
も
と
に
印
結
を
丹い
あっ
た
と
比

る
と
と
も
で
き
よ
う 。

香
浴で
昨
年
末
か
ら
伝
え
ら
れ
てい
た
毛
以

来の
三
七
項
目
の
「
自
己
批
判」
と
い
う

約
機

に
依
拠
し
た
毛
沢
東の
綴
威
低
下
説
は 、
『ニ

ュ
ー

ズ
ウィ
ー

ク』
（一
月
六
日
号 、
一
月二

七
H
号 、一一一
月
三
日
号）
が
そ
れ
を
伝
え
て 、

多
く
の
波
紋
を
投
じ
てい
る。
だ
が 、
今の
と

と
ろ
そ
れ
は
「
香
港
情
報」
の
域
を
出る
も
の

で
は
ない
よ
う
だ 。
む
し
ろ 、
問
題
が
あっ
た

と
す
れ
ば 、
「
批
林
批
孔」
迎
動に
閲
述
し
た

似
内
部に
お
ける
卒
総
生
問
題
で
あ
る
よ
う
に

忠
わ
れ 、
李
総
生の
地
位
低
下
は 、
そ
の
ζ
と

を ． ．

 

めし
てい
る
の
か
も
し
れ
ず 、
と
の
点
は 、

利
点
興
の
泌
川仰
や
文
革
急
進
派の
俳
移
と
と
も

に
注
目
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
ろ
う 。
郊
小
平
が

総参
肘峠
円以に 、
強
ぷ
絡
が
総
政
治
郎
、主
任
に
統

任
し
て 、
似の
路
間
脳
を
も
行
政
的
に
指
浴
す

る
と
と
に
なっ
た
背
円以
は 、
あ
る
い
は 、
と
の

よ
う
な
邸
内
部
の
動
向
に
凶
辿
す
る
の
か
も
し

れ
ない。

…
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い
ず
れ
に
せ
よ 、
小
面
は
い
ま
「
毛
沢
液
体

制
F

の
非
E
以
点
化」
へ
の・民
流
の
上
に 、
「
宅

沢
点
以
後」
の
時
代へ
向
け
て、
い
よい
よ
本

格
的
な
歩み
を
開
始
し
た 。
こ
の
よ
う
な
歩
み

は 、
米
中
抜
近 、
日
中
闘い父
を
も
た
ら
し
た
細川

疏
と
と
も
に 、
い
ま
や
抗
し
が
た
い円
も
の
で
あ

り 、
む
し
ろ 、
中
国
は 、
今
後 、
同
際
社
会
と

の
交
流の
拡
大
が
も
た
ら
す
H

外
庄d
に
耐
え

つ
つ 、
と
の
移
行期
を
経
過
せ
ね
ば
な
ら
ない

とい
う
脈
史
的
存諜
．砲
に
い
よい
よ
本
絡
的
に

出
削
す
る
で
あ
ろ
う 。

今
阿の
周
恩
来
報
告
が
示
し
た
よ
う
に 、
対

外
的
に
は
す
で
に
評
価の
定まっ
た
既
定
路
線

を
中
国
は
当山
歩
み
続
ける
で
あ
ろ
う
が 、
そ

の
将
米に
は 、
毛・
周
同
首
脳
の
健
康
問
題
も

台
め
て 、
なお
多
く
の
曲
折
が
あ
ろ
う 。
だ
が

そ
の
山
折
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
に
せ

よ 、
「
政
治
第
ご
の
熱
狂
的
社
会
は 、
す
で

に
過
去
の
い
ま
わ
しい
残
像
と
な
り
つ
つ
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ 、
中
国
の
民
衆
自
身
は 、
と
の

ぷ
糾の
時
期
を
冷
仰に
経
過
す
る
と
と
を
強く

担
ん
で
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る。

so 東i羊経i斉週刊Zラ2 �o. 


